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石巻工業高等学校 図書館 
 

読書感想文コンクールのお知らせ 

 令和３年度宮城県読書感想文コンクールの作品募集案内が届いています。興味のある人は、夏休み

前に国語科の先生にお知らせください。課題図書に選ばれた３作品を紹介します。 

 今月は、県総体・１期考査と盛りだくさんな月でしたね。お疲れさまでした。東北地方も梅雨入りし

て、スッキリしない天気が続いています。そんなときは、疲れた体を読書で休めてあげましょう！図

書館でたくさんの本がみんなを待っていますよ。 

『水を縫う』  著者：寺地はるな  出版社：集英社 

『兄の名はジェシカ』 著者：ジョン・ボイン 訳：原田勝 出版社：あすなろ書房 

『科学者になりたい君へ』 

 著者：佐藤勝彦 

出版社：河出書房新社 

「どうすれば科学者になれるのか？」

研究生活、論文、ノーベル賞、科学の

面白さ･･･日本の科学研究を牽引した著

者が実例を交えて案内する。科学を見

る目がガラッと変わる、全ての人に必

読の書！（河出書房新社HPより引用） 

４歳年上のジェイソンは、サムの自慢の兄。おだやかでやさしくて、忙しい両親に

かわって、小さいときからサムの面倒をよくみてくれた。サッカー部のキャプテン

で、学校ではみんなの人気者。だけどこのごろ、少し様子が変わったみたいだ。 

ジェイソンはある日、自分はトランスジェンダーであり、男であることが耐えられ

ない、と家族の前で告白する。大好きな兄の変化にサムはとまどい、閣僚の母親、

その秘書を務める父親はうろたえる。おりしも、現首相が退任し、サムの母親は有

力な次期首相候補になるはずだったが、ジェイソンのことがマスコミに取り上げら

れるようになり･･･。 

生物学的な性、社会的な性、そして本人が自覚する性の問題を家族４人の立場か

ら、わかりやすく誠実に、時にコミカルに描く！（あすなろ書房HPより引用） 

松岡清澄、高校一年生。一歳の頃に父と母が離婚し、祖母と、市役所勤めの母

と、結婚を控えた姉の水青との四人暮らし。 

学校で手芸好きをからかわれ、周囲から浮いている清澄は、かわいいものや華や

かな場が苦手な姉のため、ウェディングドレスを手作りすると宣言するが――

「みなも」 

いつまでも父親になれない夫と離婚し、必死に生きてきたけれど、息子の清澄は

扱いづらくなるばかり。そんな時、母が教えてくれた、子育てに大切な「失敗す

る権利」とは――「愛の泉」ほか全六章。 

世の中の<普通>を踏み越えていく、清々しい家族小説。（集英社HPより引用） 



５月に実施した朝読書の様子 
 先月実施した朝読書の様子です。静かに落ち着いた時間を過ごせたでしょうか？ 

 電気情報科２年生で独自に実施した朝読書についてのアンケート結果から、今年度から学級文庫に入れ

た本の感想を紹介します。朝読書の時間、各教室を巡回しましたが、学級文庫を活用しているクラスが多

くありました。次回の朝読書は１０月に実施予定です。次回は、短時間で読み切れる本からステップアッ

プして、図書館の本に挑戦してみてはいかがでしょう。 

図書委員が選書活動に行って来ました 
 ６月２２日（火）１期考査最終日に、図書委員の選書班４名が金港堂石巻店で選書をしてきました。

図書委員が選んだ本を新刊図書案内などでお知らせしますので、お楽しみに！ 

『ラストで君は「まさか！」と言う』シリーズの感想 

 

・読み切りなので、読みやすかった。 

・おもしろかった。 

・タイトルのとおり、最後に予想外の結末で楽しく 

 読めた。 

・短い物語がたくさん入っているので、読むスピー 

 ドが遅い人でも読みやすい。 

『５分後に意外な結末』シリーズの感想 
 

・伏線がしっかり回収されていておもしろかった。 

・５分でひとつの話が終わるため、読みやすかった。 

・短時間で様々な物語を楽しめるので良かった。 

・たくさんの人が書いた物語が入っていておもしろかっ 

 た。 

・様々な物語が入っているので、飽きなかった。 

☆選書に参加した図書委員☆ 

 <機械科２年> 亀山虎一朗さん・佐々木翔真さん   <機械科１年> 菊地五郎さん・山内翔太さん   

図書委員が七夕の飾り付けをしました。七夕仕様の図書館にぜひお越しください☆ 


